
　我が国では，古来よりキンギョおよびニシキゴ
イを観賞魚として飼育する習慣が定着し，諸外国
においても日本を代表する文化の一つに数えられ
ている。これに加えて，近年では熱帯性の淡水お
よび海水魚の飼育が大きなブームとなっており，
観賞魚の飼育尾数および観賞魚に対する飼い主の
関心および意識の高さは，他の伴侶動物と比較し
ても遜色のない域に達しているものと考えられ
る。しかしながら，これまで観賞魚の疾病・健康
管理に関する問題は，大部分が生産者，販売業者
および愛魚家に委ねられてきたと言っても過言で
はない。その結果として，観賞魚の疾病治療には
多種多様な薬剤が使用されており，薬剤耐性菌を
出現させるとともに病態を複雑化させている大き
な要因になっている可能性が考えられる。本論文
では，1997年より1999年までに，「新穴あき病」
と診断されたニシキゴイの体表患部および腎臓よ
り分離された細菌について，それらの薬剤感受性
を検査した結果を報告する。

材料および方法

　新潟県下において，飼育愛好家より持ち込まれ
たニシキゴイ（Cyprinus carpio）病魚の中で，禀
告および外観所見より「新穴あき病」と診断され
たものの，体表に形成された糜爛・潰瘍性病変部
および腎臓より，５％牛胎児血清を加えたハート
インヒュジョン寒天培地に分離された細菌を，平
成 9年度に 15 株，平成 10 年度に 9株および平成
11年度には15株供試した。これら菌株は20℃で

培養した。なお，それぞれの菌株の詳細な同定は
行わなかった。
　得られた菌株の薬剤感受性を一濃度ディスク法
で調べた。使用した抗菌剤は，エンロフロキサシ
ン，カナマイシン，クロラムフェニコール，スト
レプトマイシン，ジフロキサシン，ミロキサシ
ン，クロルテトラサイクリン，オシキテトラサイ
クリンおよびアンピシリンであった。これら抗菌
剤に対する感受性は，ディスク周囲に形成される
阻止円の小さいもものから順に 1+ から 3+ として
表記した。また，耐性を示すものはRとして表記
した。

結　果

　得られた結果を表１にまとめた。平成 9年度か
ら 11 年度にかけての感受性の変遷をみると，エ
ンロフロキサシンおよびカナマイシンには顕著な
感受性の低下が観察された。すなわち，エンロフ
ロキサシンは初年度は分離された 15 株のうち 10
株が 3+ であり，残り５株も 2+ を示していたが，
翌年になると供試菌株の半分以上が 1+ しか示さ
ず，平成11年度には供試した15株のうち10株が
耐性となっていた。カナマイシンも平成 9年度は
供試した15菌株のうち9株が2+ないし3+を示し
ていたのに対して，平成 11 年度には 3+ を示した
のは１株だけであり，耐性株が５株出現してい
た。
　観賞魚の治療に頻繁に使用されているオシキシ
テトラサイクリンは，検査を開始した平成 9年度
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の段階で，供試菌株のほとんどが既に耐性株と
なっており，この傾向は翌年および翌々年も観察
された。一方，供試菌株はクロラムフェニコール
に対しては比較的良好な感受性を示し，平成 9年
度から 11 年度にかけて供試した菌株の半数以上
が 2+ の感受性を示していた。

考　察

　「新穴あき病」の発症原因については，コロナ
様ウィルス（Miyazaki et al.3)）および非定型
Aeromonas salmonicida（加来ら 1)，的山ら 2)）が
挙げられているが，いずれの病原体も人為感染試
験では接種後１週間を経過しても顕著な潰瘍性病
変を形成することはないとされている。Miyazaki 

et al.4) は，潰瘍性病変の形成と病勢の悪化には，
二次感染する細菌の存在が重要であると報告して
おり，供試魚にコロナ様ウィルスを最初に接種
し，続いて Aeromonas hydrophilaの菌液に浸漬す
ることで典型的な潰瘍性病変を再現させている。
　本研究においても，病魚より分離された菌株は
同一種類ではなかったことから，多種の細菌が
「新穴あき病」患部の形成に関っている可能性が
示唆されたと言える。従って，発症原因となる病
原体に対する対策とともに，二次感染する細菌を
制御することが，本病の治療法として重要である
と考えられた。しかしながら，本病に対してはオ
キシテトラサイクリンのようなこれまで使用され
てきた魚病用の抗菌剤がほとんど無効であったこ
とから，養殖現場では新規の感受性のある薬剤を
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表１　新穴あき病羅患ニシキゴイの体表患部より分離された細菌に対する数種の抗生物質・合成抗菌剤の感受性の推移

平成１１年（１５例）平成１０年（９例）平成９年（１５例）薬　剤　名

２＋（２）
１＋（３）
Ｒ  （１０）

２＋（４）
１＋（５）

３＋（１０）
２＋（５）

エンロフロキサシン

３＋（１）
１＋（９）
Ｒ  （５）

３＋（１）
２＋（５）
Ｒ  （３）

３＋（３）
２＋（６）
１＋（６）

カナマイシン

３＋（５）
２＋（４）
１＋（４）
Ｒ  （２）

３＋（２）
２＋（４）
１＋（２）
Ｒ  （１）

２＋（８）
１＋（５）
Ｒ  （２）

クロラムフェニョール

Ｒ  （４）
４例のみ検査

３＋（１）
２＋（４）
１＋（４）

２＋（３）
１＋（５）
Ｒ  （７）

ストレプトマイシン

３＋（１）
２＋（３）
１＋（１）
Ｒ  （１）

６例のみ検査

３＋（３）
２＋（２）
１＋（４）

２＋（１）
１＋（１）

２例のみ検査

ジフロキサシン

１＋（１）
１例のみ検査

１＋（４）
Ｒ  （５）

１＋（４）
Ｒ  （１１）

ミロキサシン

Ｒ  （１５）１＋（４）
Ｒ  （５）

１＋（１）
Ｒ  （１４）

クロールテトラサイクリン

２＋（２）
１＋（２）
Ｒ  （１１）

２＋（１）
Ｒ  （８）

１＋（１）
Ｒ  （１４）

オキシテトラサイクリン

Ｒ  （７）
７例のみ検査

１＋（１）
Ｒ  （８）

Ｒ  （７）
７例のみ検査

アンピシリン



積極的に使用する傾向にあった。実際に，現場で
は平成 9年以降はエンロフロキサシンが多用され
ていた可能性が高く，その結果が本研究で明らか
となった顕著な感受性の低下につながったものと
推察される。同様に，おそらくカナマイシンも養
殖現場において多用されていたものと考えられ
る。本研究をまとめた時点では，「新穴あき病」
罹病魚より分離される菌株は，クロラムフェニ
コールに対して感受性があったが，これも現場で
多用されるとエンロフロキサシンやカナマイシン
と同様に耐性菌が多数出現してくるものと考えら
れる。さらに，耐性菌が出現しやすい原因の一つ
として，魚類では陸上動物のように体重測定が正
確に実施できない事情が挙げられる。これは，発
育の最盛期を迎えている２～３才のニシキゴイな
どでは，真夏の１ヶ月間に体重が 10％近く増加
することがあるためで，このために特に生産地の
養殖池では，投与すべき用量よりも多い量の薬剤
が与えられてきたものと推察される。また，共同
利用の河川水などを飼育水として利用している場
所では，本病の発生を予防する目的で年２回程度
の薬剤の投与を実施している場合も見受けられた。
　言うまでもなく，魚類は水中に棲息する生物種
であり，それらに対して投与する薬剤はそのまま
水環境中へと移動していくことが想定される。最
終的には分解されるにせよ，その途上で水環境に
何らかのインパクトを与えることは想像に難くな
い。中でも抗菌性薬剤によるインパクトは耐性菌
の出現という形で表現されるために，水環境以外
に棲息する生物種に対する影響も少なくないと言
えよう。観賞魚に対する抗菌剤の使用状況と分離
菌の薬剤感受性についてはまだ不明な点が多く，
今後も同様な研究を継続していく必要があると考
える。

要　約

　臨床的に「新穴あき病」と診断されたニシキゴ
イの体表に形成された糜爛・潰瘍性患部および腎
臓より分離された細菌について，それらの薬剤感
受性試験を平成９年度から３年間にわたって実施
した。その結果，初年度は分離菌のほとんどがエ
ンロフロキサシンに対して感受性を示していた
が，最終年度には大半の分離菌が同薬剤に対して
耐性を獲得していた。同様な傾向はカナマイシン
においても観察された。このことは，ニシキゴイ
の養殖現場においてエンロフロキサシンないしカ
ナマイシンが多用されていたことを示すものと考
えられる。
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討　論（座長：畑井喜司雄，日獣畜大）

質問（佐藤静夫，全農家畜衛研）

　動物の場合，新しい疾病の発生要因として海外か

らの輸入動物よって持ち込まれる。また一方，生産

性向上を目標とした育種の結果として抗病性低下に

よる伝染病の増加がある。魚においてもこのような

ことがあるのでしょうか。

答（和田新平，日獣畜大）

　養殖魚および鑑賞魚共に検疫体制は不完全であ

り，特に，観賞魚は全くフリーの状態で輸入されて

いる。従って，新しい疾病が国内に侵入することは

十分に考えられる。

　生産性の向上の結果として，抗病性が低下するこ

とは魚類でも考えられますが，その詳細はまだ不明

な点が多いと思います。

質問（片岡　康，日獣畜大）

　A.hydrophilaなどは人の出血性腸炎の原因としても

重要である。公衆衛生学的見地から，観賞魚由来

A.hydrophilaが耐性化していることに問題はありませ

んか。

答（和田新平，日獣畜大）

　個人的にはやはり問題があると感じていますが，

詳細は今後検討していかねばならないと思います。
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　　Drug sensitivity test was performed on some bacteria isolated from erosive and/or ulcerative lesion and kidney 

in koi carp clinically diagnosed as “new-type ulcer disease”, in 1997～ 1999. Although the most strains in the first year 

showed high sensitivity against enrofloxacin and kanamaycin, the most of strains isolated in the last year were low 

sensitivity to the same durgs. It was considered that the drugs had been used very often in koi carp farm and related 

facilities.




